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２０２4年
の
目標 国際生＆先生恒

例新年アンケート

昨
年
の
漢
字
は「
努
」

３
年
生

　
２
０
２
４
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。早
々
か
ら
地
震
な
ど
で
大
変
な
幕
開
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

新
年
の
初
め
、
皆
さ
ん
は
今
年
の
目
標
な
ど
を
考
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
新
聞
部
は

毎
年
恒
例
、
国
際
生
と
先
生
に
今
年
の
目
標
や
、
２
０
２
３
年
を
振
り
返
っ
て
ど
の
よ
う
な
年
だ

っ
た
の
か
を
聞
い
て
み
た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
２
０
２
４
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

な
こ
と
を
我
慢
し
た
り
、
勉
強
を

す
る
の
が
大
変
で
苦
し
か
っ
た
か

ら�

（
３
年
）

「
協
」
た
く
さ
ん
の
人
と
協
力
し

あ
い
、
頑
張
っ
て
き
た
か
ら

�

（
３
年
）

「
脳
」
脳
を
使
う
機
会
が
多
か
っ

た
か
ら�

（
３
年
）

「
輝
」
自
分
が
輝
い
て
い
た
か
ら�

（
２
年
）

「
夢
」
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行

っ
た
か
ら�

（
３
年
）

「
仲
」
信
頼
で
き
る
友
達
を
作
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら�

（
１
年
）

【
先
生
編
】

「
結
」
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し

て
、
次
女
が
結
婚
式
を
挙
げ
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
盆
と
正
月
に
身

内
や
親
戚
が
顔
を
合
わ
せ
、
お
互

い
の
結
び
つ
き
を
再
認
識
で
き
た

１
年
だ
っ
た
か
ら�

（
本
波
先
生
）

「
疲
」
子
育
て
に
受
験
指
導
に
疲

れ
た
か
ら�

（
山
田
先
生
）

「
忙
」
新
し
い
仕
事
が
多
か
っ
た

か
ら�
（
中
山
哲
先
生
）

「
習
」
去
年
、
沢
山
新
た
な
こ
と

を
習
っ
た
か
ら�

（
ベ
リ
ー
先
生
）

「
話
」
人
工
知
能
と
対
話
す
る
時

間
が
多
く
、生
身
の
人
間
と
話
す
時

間
が
少
な
か
っ
た
。�（
橋
本
先
生
）

「
笑
」
色
々
な
人
と
沢
山
笑
っ
た

１
年
で
し
た
。�

（
髙
道
先
生
）

「
新
」
新
し
い
校
舎
の
本
校
に
新

た
に
赴
任
し
て
新
た
な
気
持
ち
を

持
ち
続
け
た
か
ら�

（
大
塚
先
生
）

１
年
生
担
任
と
し
て
新
し
い
気
持

ち
で
臨
ん
だ
か
ら�

（
島
先
生
）

「
変
」
去
年
４
月
に
国
際
高
校
に

赴
任
し
、
大
き
く
変
化
し
た
か
ら�

（
上
田
先
生
）

「
瞬
」
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年
が

過
ぎ
た
感
じ
が
し
た
た
め

�

（
本
田
先
生
）

「
耐
」
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
耐
え

て
い
る
か
ら�

（
橘
川
先
生
）

Ｑ
２
．
去
年
、
一
番
頑
張
っ
た
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

１
、２
年
生
の
多
く
が「
勉
強
」、

「
部
活
」、
３
年
生
は
「
受
験
」、

「
勉
強
」
が
多
か
っ
た
。
ど
の
学

年
も
勉
強
と
部
活
に
努
め
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
、
３
年
生
は
そ
れ

に
加
え
、
受
験
に
懸
命
に
挑
ん
で

き
た
こ
と
が
わ
か
る
結
果
だ
っ
た
。

【
そ
の
他
】

好
奇
心
に
従
う�

（
１
年
）

友
達
作
り�

（
１
年
）

人
間
関
係�

（
１
年
）

恋�

（
２
年
）

日
常
生
活�

（
２
年
）

趣
味�

（
２
年
）

自
己
改
善�

（
３
年
）

筋
ト
レ�

（
２
年
）

英
語
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

�

（
１
年
）

違
う
国
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン�

（
１
年
）

【
先
生
編
】

毎
日
の
片
道
４０
㎞
、
往
復
８０
㎞
の

通
勤�

（
本
波
先
生
）

日
本
語
を
勉
強
す
る
こ
と

�

（
ベ
リ
ー
先
生
）

人
工
知
能�

（
橋
本
先
生
）

部
屋
掃
除�

（
髙
道
先
生
）

５
階
の
教
室
ま
で
、
な
る
べ
く
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
か
っ
た
こ

と�
（
大
塚
先
生
）

整
理
整
頓�
（
島
先
生
）

子
育
て�

（
有
澤
先
生
）

昔
学
ん
だ
哲
学
思
想
学
び
直
し

Year�

（
橋
本
先
生
）

行
動
す
る�

（
髙
道
先
生
）

グ
ー
グ
ル
を
今
よ
り
少
し
で
も
使

え
る
よ
う
に
な
っ
て
生
徒
諸
君
の

た
め
授
業
の
精
度
を
上
げ
る

�

（
大
塚
先
生
）

健
康
で
い
る�

（
島
先
生
）

分
か
り
や
す
い
授
業
を
す
る

�

（
上
田
先
生
）

定
期
的
に
し
っ
か
り
と
運
動
を
し

て
、
腹
を
引
っ
込
め
て
体
重
を
適

切
に
保
つ�

（
西
村
先
生
）

子
育
て
は
引
き
続
き
、
そ
れ
以
外

に
自
分
の
ス
キ
ル
を
何
か
し
ら
伸

ば
し
た
い�

（
山
田
先
生
）

朝
寝
、朝
起
→
健
康
（
作
農
先
生
）

be�a�good�father
�

（
ワ
ン
先
生
）

健
康
に
過
ご
す�

（
橘
川
先
生
）

今
の
弓
道
部
員
で
先
輩
た
ち
の
記

録
を
更
新
さ
せ
た
い（
大
澤
先
生
）

生
徒
た
ち
の
希
望
進
路
の
実
現

�

（
庄
司
先
生
）

先
見
性
を
持
つ�

（
本
田
先
生
）

Ｑ
４
．
今
年
は
ど
ん
な
年
に
し
た

い
で
す
か
？

　

「
楽
し
い
年
」、「
後
悔
の
な
い

年
」
な
ど
、
前
向
き
な
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。
１
年
生
は
、
高
校

生
活
２
年
目
に
突
入
す
る
意
気
込

み
、
２
年
生
は
受
験
へ
の
覚
悟
と

不
安
、
そ
し
て
３
年
生
は
こ
れ
か

ら
始
ま
る
新
し
い
生
活
に
つ
い

て
、
様
々
な
思
い
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。

【
そ
の
他
】

成
果
を
出
せ
る
１
年�

（
１
年
）

笑
顔
の
絶
え
な
い
１
年�

（
１
年
）

短
い
と
思
え
る
よ
う
な
年�（
１
年
）

後
悔
の
な
い
年�

（
１
年
）

平
和
な
日
常
が
送
れ
る
年�（
１
年
）

実
り
あ
る
１
年�

（
２
年
）

大
学
合
格�

（
２
年
）

授
業
で
使
う
プ
リ
ン
ト
作
り

�

（
上
田
先
生
）

ク
ラ
ス
の
生
徒
の
進
路
指
導

�

（
西
村
先
生
）

読
書�

（
作
農
先
生
）

Eat�healthy�

（
ワ
ン
先
生
）

全
て
に
お
い
て
全
力
投
球
！

�

（
橘
川
先
生
）

弓
道�

（
大
澤
先
生
）

祈
願�

（
片
山
先
生
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
使
用
に
慣
れ
る
の

に
努
力
し
た�

（
清
水
卓
先
生
）

学
年
全
体
の
進
路
意
識
を
高
め
る

こ
と�

（
庄
司
先
生
）

Ｑ
３
．
今
年
の
目
標
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　

全
学
年
を
通
し
て
「
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
年
に
し
た
い
」
と
い
う
意

見
が
寄
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

「
何
事
に
も
挑
戦
し
た
い
」
と
い

う
意
欲
的
な
回
答
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
３
年
生
で
は
大
学
へ
の
意

気
込
み
を
示
す
回
答
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。
ど
の
学
年
も
、
多
く
の

人
が
今
年
に
期
待
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

【
そ
の
他
】

進
学
し
た
い
大
学
を
見
つ
け
る

�

（
１
年
）

今
を
生
き
る�

（
１
年
）

英
検
に
合
格
す
る�

（
１
年
）

１
日
１
日
を
大
切
に
す
る

�

（
２
年
）

遅
刻
し
な
い�

（
２
年
）

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る�

（
２
年
）

大
学
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
す

る�

（
３
年
）

一
人
暮
ら
し
を
頑
張
る�

（
３
年
）

旅
行
に
行
き
た
い�

（
３
年
）

大
学
で
単
位
を
落
と
さ
な
い

�

（
３
年
）

【
先
生
編
】

１
４
０
㎏
ベ
ン
チ
プ
レ
ス

�

（
ベ
リ
ー
先
生
）

諦
め
ず
、
努
力
し
続
け
る
１
年

�

（
２
年
）

健
康
安
全�

（
２
年
）

人
の
役
に
立
て
る
年�

（
３
年
）

趣
味
に
本
気
を
出
す�

（
３
年
）

素
敵
な
年�

（
３
年
）

【
先
生
編
】

今
年
１
年
間
を
漢
字
１
文
字
で
表

す
と
、
と
聞
か
れ
て
「
活
」
っ
て

答
え
ら
れ
る
よ
う
な
１
年
に
し
た

い
で
す�

（
本
波
先
生
）

た
く
さ
ん
の
忍
耐
が
あ
る
年

�

（
ベ
リ
ー
先
生
）

健
康
で
い
る
こ
と
、
心
配
を
か
け

な
い
こ
と�

（
橋
本
先
生
）

友
達
な
ど
に
会
い
に
い
く
、
行
動

す
る
１
年
に
し
た
い
で
す

�

（
髙
道
先
生
）

地
震
災
害
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る

人
と
共
に
、
１
日
１
日
を
大
切
に

し
た
い�

（
大
塚
先
生
）

落
ち
着
い
た
年�

（
有
澤
先
生
）

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
し

っ
か
り
と
す
る�

（
西
村
先
生
）

家
族
仲
良
く
健
康
に（
山
田
先
生
）

明
る
い
年
に
し
た
い
で
す

�

（
中
山
哲
先
生
）

能
登
半
島
地
震
を
経
験
し
、
生
き

る
こ
と
は
偶
然
の
賜
物
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
ゆ
え
に
１
日
１
日
を
大

切
に
成
長
し
続
け
た
い
で
す
。

�

（
大
澤
先
生
）

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に

�

（
片
山
先
生
）

今
年
も
１
年
間
元
気
に
勤
務
し
た

い
と
思
い
ま
す
。�（
清
水
卓
先
生
）

多
く
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

�

（
庄
司
先
生
）

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
に
し
た
い

�

（
本
田
先
生
）

今
年
は
１
月
１
日
に
地
震
が
起
こ

っ
た
の
で
、
穏
や
か
な
年
に
な
れ

ば
い
い
で
す
ね
。�

（
上
田
先
生
）

れ
た
。３
年
生
で
多
か
っ
た
の
は
、

や
は
り
「
努
」「
続
」「
忙
」。
多

く
の
人
が
、
受
験
の
た
め
に
勉
強

を
続
け
る
努
力
を
し
て
い
る
人
が

い
る
よ
う
だ
。

【
そ
の
他
】

「
計
」
計
画
立
て
て
物
事
に
取
り

組
ん
だ�

（
１
年
）

「
難
」
勉
強
が
難
し
く
な
っ
た
か

ら�

（
１
年
）

「
苦
」
受
験
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ

Ｑ
１
．
あ
な
た
の
去
年
１
年
間

を
、
漢
字
１
文
字
で
表
す
と
？

　

１
年
生
は
「
新
」
が
圧
倒
的
多

数
。
次
点
「
楽
」、
続
い
て
「
友
」

「
笑
」「
変
」
と
い
う
回
答
が
多

か
っ
た
。
高
校
生
活
が
始
ま
っ
た

こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。
２
年
生
も
「
楽
」
が

大
多
数
で
、「
忙
」「
疲
」
が
続

く
。
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
れ

て
い
る
人
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

今 を 生 き る１ 年生

一日一日大切にする２ 年生

大学生活 充実したものに３ 年生

笑顔あふれる年に
１
年
生
書
道
選
択
者
の
書
き
初
め
（
今
年
の
抱
負
）　

　

毎
回
好
評
の
、
海
外
留
学
中
の
国
際
英
語
コ
ー
ス
生
に
よ
る
「
海
外
特
派
員
通
信
」。
今
回

は
、
昨
年
９
月
か
ら
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
のHarrison Trimble 

High School

に
留
学
し
て
い
る
元
井
叶
夢
さ
ん
（
２２
Ｈ
）
に
伝
え
て
も
ら
う
。

感
動
と
感
激
の
日
々
で
す

元
井
叶か
れ
ん夢

さ
ん（
２２
Ｈ
）

Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
カ
ナ
ダ

続
・
海
外
特
派
員
通
信

　

こ
ん
に
ち
は
。
現
在
カ
ナ
ダ
の

ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
モ

ン
ク
ト
ン
に
留
学
中
の
元
井
叶
夢

で
す
。
モ
ン
ク
ト
ン
は
州
の
中
で

は
最
も
栄
え
て
い
る
都
市
で
す

が
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
か
ら
離
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
一
人
で
歩
い
て
も

良
い
ほ
ど
治
安
は
良
く
、
安
全
な

地
域
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
よ
る
と
夏
場
は
３５
℃
ま
で
気
温

が
上
が
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ

は
１
週
間
ほ
ど
だ
け
で
、
冬
場
は

最
高
気
温
で
も
マ
イ
ナ
ス
３
℃
程

度
で
常
に
氷
点
下
、
水
溜
り
も
ず

っ
と
凍
っ
た
ま
ま
で
寒
い
で
す
。

　

私
は
１
４
０
０
人
を
超
え
る
生

徒
が
通
い
、
州
の
中
で
も
上
位
を

争
う
ほ
ど
の
大
き
な
学
校
で
あ
る

ハ
リ
ソ
ン
ト
リ
ン
ブ
ル
高
校
に
通

っ
て
い
ま
す
。
１
コ
マ
の
授
業
時

間
は
基
本
的
に
１
時
間
３
分
で
、

１
日
の
授
業
数
は
５
つ
で
す
。
日

本
の
学
校
と
は
違
い
、
同
じ
学
年

で
も
生
徒
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
受

け
る
教
科
は
異
な
っ
て
お
り
、
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
実
際
に
受
け
て
み
て
合
わ
な

い
と
感
じ
た
ら
変
更
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
毎
日
同
じ
科
目
を
同

じ
順
番
で
受
け
る
の
で
、
授
業
の

内
容
な
ど
は
忘
れ
に
く
く
助
か
っ

て
い
ま
す
。
授
業
に
よ
っ
て
異
な

る
教
室
で
受
け
る
の
で
、
毎
時
間

の
移
動
が
必
要
で
す
。
１
４
０
０

人
を
超
え
る
生
徒
が
一
斉
に
移
動

す
る
の
で
廊
下
は
と
て
も
混
み
合

い
大
変
で
す
。
学
校
の
生
徒
は
と

て
も
多
国
籍
で
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
世
界
中

か
ら
来
た
生
徒
が
た
く
さ
ん
お

り
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
２
か
国

語
以
上
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
は
、
１
学
期
は
物
理
・
英

語
・
数
学
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ア
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
・
法
律
を
学
ん
で
い
ま

す
。
先
生
も
友
達
も
と
て
も
優
し

く
、
英
語
が
拙
い
私
の
こ
と
を
気

に
か
け
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は

英
語
字
幕
付
き
で
見
せ
て
く
れ
た

り
、
困
っ
て
い
る
と
す
ぐ
に
「
大

丈
夫
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た

り
す
る
の
で
、
特
に
困
る
こ
と
な

く
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
物
理
・
数
学
・
法
律
の

授
業
は
先
生
が
質
問
を
す
る
だ
け

で
な
く
対
話
形
式
の
こ
と
も
多

く
、
生
徒
は
先
生
の
話
す
勢
い
に

も
負
け
ず
劣
ら
ず
の
積
極
的
な
姿

勢
で
、
初
め
て
授
業
を
受
け
た
時

は
衝
撃
を
受
け
感
動
し
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
ウ
ィ
ン

タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
ト
ロ
ジ
ャ

ン
・
ト
レ
ッ
ク
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
ダ
ン
ス
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ォ

ョ
ン
の
二
つ
の
ク
ラ
ブ
に
入
部
し

て
お
り
、
春
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
に
も
入
部
す
る
予
定
で
す
。
ヴ

ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
そ
の

名
の
通
り
歌
う
部
活
で
、
英
語
の

発
音
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ト
ロ
ジ
ャ
ン
イ
ン
ア

ク
シ
ョ
ン
は
い
わ
ゆ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
部
で
、
定
期
的
に
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
の
お
菓
子
を
ロ
ビ
ー
で
販
売

し
、
得
ら
れ
た
お
金
を
募
金
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
家
に

１
対
１
で
訪
問
に
行
く
と
い
う
、

異
世
代
間
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
は
友
達
と
近
所

を
歩
き
回
り
、「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア

ト
リ
ー
ト
」
と
言
っ
て
、
お
菓
子

を
た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し
た
。
私

は
実
際
に
そ
の
文
化
を
知
ら
な
か

っ
た
の
で
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
付
い
て
く
る

と
、
１
か
月
ほ
ど
前
か
ら
家
の
中

を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ブ
に
は
映
画
で
よ
く
目

に
す
る
、
ツ
リ
ー
の
下
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
山
盛
り
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
光
景
を
体
験
で
き
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
祖
父

母
た
ち
も
集
ま
り
家
族
み
ん
な
で

祝
っ
て
お
り
、
日
本
と
の
違
い
に

驚
き
ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
に
来
て
か
ら
４
か
月
ほ

ど
過
ぎ
て
、
留
学
も
そ
ろ
そ
ろ
折

り
返
し
地
点
に
到
達
し
ま
し
た
。

だ
ん
だ
ん
と
こ
ち
ら
の
生
活
に
も

適
応
で
き
て
き
た
と
感
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
地
で
出
会
え
た
友
達

や
家
族
と
の
別
れ
を
想
像
す
る
と

す
で
に
恋
し
く
寂
し
い
で
す
が
、

残
り
の
留
学
生
活
を
よ
り
良
い
も

の
に
で
き
る
よ
う
に
、
一
日
一
日

を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
「
破
天
荒
」。
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
ど
の
よ

う
な
意
味
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
か
。
今
日
、
破

天
荒
は
豪
快
で
大
胆
不
敵
で
あ
る
と
解
釈
さ

れ
、「
彼
の
性
格
は
破
天
荒
だ
」
の
よ
う
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

使
い
方
は
間
違
っ
て
い
る
。
本
来
の
意
味
は
、
前
人
の
な
し
得
な
か
っ

た
こ
と
を
初
め
て
す
る
こ
と
を
指
す
の
だ
★
先
日
、
あ
る
お
店
で
店
員

さ
ん
か
ら
「
カ
ー
ド
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
実
は
こ
の
表
現
も
間
違
っ
て
お
り
、「
カ
ー
ド
は
ご
利
用
に
な
れ

ま
せ
ん
」
が
正
し
い
。
ま
た
、
本
来
は
「
休
ま
せ
て
も
ら
う
」
と
表
現
す

べ
き
と
こ
ろ
を
「
休
ま
さ
せ
て
も
ら
う
」
と
い
う
よ
う
に
余
計
な
「
さ
」

を
挿
入
し
て
し
ま
う
「
さ
入
れ
言
葉
」
な
ど
も
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な

例
に
限
ら
ず
、
私
た
ち
の
間
に
は
間
違
っ
た
使
い
方
の
日
本
語
が
広
が

っ
て
い
る
★
も
ち
ろ
ん
、
言
葉
遣
い
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
。
特

に
近
年
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
に
よ
っ
て
独
自
の
言
葉
が
誕
生
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
よ
う
な
若
い
世
代
に

と
っ
て
も
、
入
試
の
面
接
の
場
面
な
ど
で
「
正
し
い
日
本
語
」
を
使
え

な
い
と
苦
労
す
る
は
ず
だ
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
言
葉
の
正
し
い
使
い

方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
★
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
正
し
い
言
葉
遣
い
に
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
役
割
を
果
た
す
私

た
ち
の
一
番
身
近
に
あ
る
も
の
と
言
え
ば
、
そ
う
、
新
聞
だ
。
今
、
世

の
中
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
知
り
な
が
ら
、
正
し
い
言
葉
遣
い
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
い
優
れ
も

の
。
国
際
高
の
３
階
フ
ロ
ア
や
職
員
室
前
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
新
聞

大
学
コ
ー
ナ
ー
」
を
使
わ
な
い
手
は
な
い
。
国
際
生
が
新
聞
に
よ
り
触

れ
や
す
く
な
っ
た
コ
ー
ナ
ー
に
、
是
非
一
度
、
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
。

　

穏
や
か
に
新
し
い
年
を
迎
え

た
と
思
わ
れ
た
元
日
の
１６
時
１０

分
、
石
川
県
能
登
地
方
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
、
最
大
震

度
７
を
観
測
す
る
大
地
震
が
発

生
し
た
。
国
際
高
の
あ
る
富
山

市
も
震
度
５
強
と
い
う
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
揺
れ
に
襲
わ
れ

た
。
富
山
は
災
害
が
少
な
い
県

だ
と
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
。

こ
こ
ま
で
大
き
な
地
震
が
起
こ

る
な
ど
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

考
え
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

こ
う
や
っ
て
富
山
県
に
い
な
が

ら
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
身
を

も
っ
て
知
ら
さ
れ
る
と
は
思
っ

て
も
み
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
こ
の
機
会
に
、
是
非

そ
う
し
た
考
え
を
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
地
震
に
対
す

る
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
被
災

者
へ
の
支
援
と
、
自
分
や
大
切

な
家
族
の
身
を
守
る
方
法
に
つ

い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

今
回
の
地
震
と
津
波
は
、
想

像
を
絶
す
る
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
国
際
生
の
中
に
は
、
既

に
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

模
索
し
て
い
る
人
も
い
る
だ
ろ

う
。
私
た
ち
に
は
、
今
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

一
例
と
し
て
、
募
金
活
動
が
挙

げ
ら
れ
る
。
現
在
、
国
際
高
で

は
被
災
者
支
援
の
た
め
、
生
徒

会
執
行
部
と
会
計
委
員
が
連
携

し
た
募
金
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
現
状
す
ぐ
に
実
行

す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
被
災
者
受
け
入
れ
や

現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
お

り
、
飛
鳥
生
徒
会
長
は
「
ど
こ

か
の
団
体
に
登
録
し
、
要
請
が

来
た
ら
動
け
る
体
制
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

地
震
後
、
間
も
な
く
発
令
さ
れ

た
津
波
警
報
に
驚
き
、
家
族
と
と

も
に
避
難
し
た
国
際
生
も
い
た
だ

ろ
う
。
本
校
に
も
、
体
育
館
な
ど

に
一
時
は
１
０
０
人
近
く
の
近
隣

の
方
が
避
難
し
て
い
た
。
駐
車
場

に
は
車
が
あ
ふ
れ
、
初
め
短
大
体

育
館
が
施
錠
さ
れ
て
い
て
入
れ
な

か
っ
た
た
め
、
高
校
の
方
に
入
っ

て
来
ら
れ
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、

開
放
さ
れ
た
短
大
体
育
館
に
避
難

者
は
移
っ
た
が
、
２
０
０
人
ほ
ど

ま
で
に
増
え
、
夜
８
時
頃
ま
で
身

を
寄
せ
て
い
た
と
い
う
。

　

昨
年
夏
の
特
集
で
地
震
を
取
り

上
げ
た
際
、
富
山
短
期
大
学
は
他

の
避
難
所
が
避
難
者
を
収
容
し
き

れ
な
い
際
に
開
放
さ
れ
る
第
３
次

避
難
所
（
高
校
・
大
学
な
ど
）
に

指
定
さ
れ
て
い
る
、
と
紹
介
し

た
。
そ
の
認
識
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
実
際
に
津
波
警
報
に
接

し
た
近
隣
の
方
は
ま
ず
、
国
際

高
を
含
め
て
５
階
建
て
以
上
の

高
い
建
物
が
あ
る
こ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
を
目
指
し
て
避
難
し
て
来

た
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
短

大
体
育
館
は
施
錠
さ
れ
て
お

り
、
初
め
は
高
校
体
育
館
に
避

難
す
る
と
い
う
形
に
な
っ
た
。

ま
た
、
学
園
本
部
（
Ｆ
館
）
に

備
蓄
さ
れ
て
い
る
と
い
う
飲
料

水
や
非
常
食
料
、
毛
布
な
ど
は

今
回
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
数
量
的

に
足
り
る
の
か
。
い
つ
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
時
、
避
難
所
と

し
て
の
機
能
は
十
分
に
果
た
せ
る

の
か
、
様
々
な
課
題
を
突
き
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

国
際
高
の
校
舎
（
本
館
・
東

館
）
は
「
震
度
６
強
の
地
震
で

倒
壊
、
崩
壊
せ
ず
、
震
度
５
強

程
度
で
は
損
傷
も
し
な
い
堅
固

な
耐
震
性
能
」
と
さ
れ
て
い

る
。
今
回
の
地
震
で
損
傷
は
見

ら
れ
ず
、
そ
の
性
能
を
証
明
し

た
形
だ
が
、
高
校
敷
地
内
に
は

古
い
建
物
も
あ
り
、
そ
こ
に
い

た
場
合
に
大
き
な
地
震
が
起
こ

っ
た
ら
ど
う
す
べ
き
か
な
ど

も
、
し
っ
か
り
考
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
学
校
で
は
生
徒
の

避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
大
規
模
な
災
害
の
際

に
ど
う
行
動
す
る
べ
き
か
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
細
か
く
想
定
し

て
普
段
か
ら
対
応
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
に

か
く
人
命
が
守
れ
る
よ
う
に
、

そ
う
し
た
普
段
か
ら
の
心
掛
け

が
大
切
だ
。
改
め
て
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
機
会

と
す
べ
き
だ
。

能登半島地震
　～今だからこそ

自分にできることを～　

部 説

ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
て
ダ
ン
ス
を
踊
る
フ
ィ
ル
タ
ー
フ
ォ
ー
マ
ル
で

留
学
生
達
と
（
元
井
さ
ん
は
右
か
ら
２
人
目
）
＝
１
月
１１
日
、
モ

ン
ク
ト
ン
・
コ
ロ
シ
ア
ム

　

第
１８
回
全
国
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
in
栃
木
（
全
国
高
校
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト

連
盟
主
催
）
が
１２
月
１６
・
１７
日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
作
新
学
院
大
学
で
開
か
れ
、
出

場
し
た
本
校
チ
ー
ム
は
４
勝
１
敗
１
分
の
成
績
で
全
国
６
位
に
輝
い
た
。

全国英語ディベート大会で ６ 位を獲得した本校チーム
　

メ
ン
バ
ー
は
、
松
本
梨
佐
（
３１

Ｈ
）、
竹
林
く
る
み
（
３１
Ｈ
）、
市

村
翼
（
３１
Ｈ
）、
小
川
桃
音
（
３２

Ｈ
）、
シ
ェ
ピ
ン
・
グ
レ
ブ
（
３２

Ｈ
）、
河
合
美
春
（
２１
Ｈ
）
の
６
人
。

　

過
去
３
年
間
は
感
染
症
防
止
の

た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
だ
っ
た

が
、
今
大
会
は
都
道
府
県
の
代
表

６４
校
が
栃
木
に
集
い
、
４
年
ぶ
り

に
対
面
で
競
技
が
行
わ
れ
た
。

「
日
本
政
府
は
、
代
理
出
産
を
合

法
化
す
べ
き
で
あ
る
。
是
か
非

か
」　

を
テ
ー
マ
に
、
肯
定
派
と

否
定
派
に
分
か
れ
て
１
試
合
約
４０

分
間
の
議
論
を
戦
わ
せ
、
意
見
を

主
張
し
た
。

　

小
川
さ
ん
は
「
ジ
ャ
ッ
ジ
を
納

得
さ
せ
る
た
め
に
、
論
理
的
で
一

貫
性
の
あ
る
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ

と
に
一
番
注
力
し
た
。
ま
た
、
デ

ィ
ベ
ー
ト
は
お
互
い
を
攻
撃
し
合

う
競
技
だ
が
、
対
戦
相
手
を
尊
重

す
る
態
度
を
忘
れ
ず
に
質
疑
応
答

な
ど
を
行
っ
た
」
と
本
番
を
振
り

返
る
。

　

「
予
選
最
後
の
試
合
に
負
け
て

し
ま
い
準
決
勝
に
進
め
な
か
っ
た

の
は
残
念
だ
っ
た
が
、
自
分
の
ベ

ス
ト
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
た
。

た
く
さ
ん
の
レ
ベ
ル
の
高
い
高
校

と
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
。
大

学
進
学
後
も
、
機
会
が
あ
れ
ば
デ

ィ
ベ
ー
ト
を
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
も
出
場
し
て
い
る

河
合
さ
ん
は
「
県
代
表
と
し
て
の

責
任
を
感
じ
な
が
ら
臨
ん
だ
本
番

は
と
て
も
緊
張
し
た
が
、
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
に
気
を
つ

け
た
。
去
年
の
全
国
大
会
で
の
結

果
を
上
回
る
こ
と
を
ま
ず
自
分
の

中
で
目
標
に
し
て
い
た
の
で
、
ベ

ス
ト
８
に
入
る
と
は
考
え
て
お
ら

ず
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で

話
し
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
本
質
観
取
と
パ

タ
ー
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
使
っ
て

考
え
、
最
後
に
生
成
Ａ
Ｉ
の

Google�Bard

と
議
論
す
る
と

い
う
方
法
で
進
め
ら
れ
た
。
本
校

卒
業
生
で
慶
應
義
塾
大
学
環
境
情

報
学
部
１
年
の
平
下
ひ
な
た
さ
ん

が
特
別
講
師
を
務
め
た
。

　

授
業
は
、
自
分
の
経
験
か
ら
物

事
の
本
質
を
考
え
、
万
人
に
当
て

は
ま
る
定
義
を
作
る
本
質
観
取
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
哲
学
者
フ
ッ
サ
ー

ル
が
考
案
し
た
思
考
法
を
学
び
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
幸
福

だ
と
感
じ
た
瞬
間
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
定
義
を
作
成
し
た
。
続
い

て
、
問
題
を
解
決
す
る
言
語
活
動

に
は
一
定
の
規
則
が
あ
る
と
す
る

パ
タ
ー
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
使

い
、「
当
た
り
前
へ
の
感
謝
」
や

「
ギ
ブ
す
る
幸
せ
」
な
ど
の
テ
ー

マ
に
そ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
で
自
分

の
経
験
を
紹
介
し
合
っ
た
。
次

に
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
自
分
た

ち
の
定
義
に
反
論
さ
せ
、
そ
れ
に

生
徒
が
さ
ら
に
反
論
す
る
こ
と

で
、
幸
せ
の
定
義
を
よ
り
完
全
な

も
の
へ
と
近
づ
け
て
い
っ
た
。

　

授
業
の
最
後
に
は
、
完
成
し
た

幸
福
の
定
義
を
使
い
、
別
の
生
成

Ａ
Ｉ
で
作
詞
作
曲
も
試
み
た
。

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
授
業
を

受
け
る
１
年
生

　

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
思
考
を
深
め
る
情
報
Ⅰ
の
授
業
が
１
月
１５

日
、
１
年
生
の
国
際
英
語
、
特
進
コ
ー
ス
を
対
象
に
行
わ
れ
、
生

徒
達
は
「
幸
福
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
に
考
え
を
深
め
た
。

生
成
Ａ
Ｉ
で
考
え
深
め
る

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
全
国

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
全
国
６６
位位

ー
マ
ル
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
ト
ロ
ジ
ャ
ン
・
ト
レ

ッ
ク
は
一
番
私
の
印
象
に
残
っ
て

お
り
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
中
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
同
時
進
行
で
行
わ

れ
、
近
く
の
病
院
に
寄
付
す
る
た

め
の
募
金
活
動
で
学
校
内
で
１
９

４
万
円
も
の
お
金
を
わ
ず
か
１
週

間
ほ
ど
で
集
め
る
こ
と
が
で
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
意
識
の

高
さ
に
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
ト
ロ
ジ
ャ
ン
イ
ン
ア
ク
シ

このたびの能登半島地震により被災された方々に心からお見舞い申し上げます。　新聞部
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シンガポール
コース

関東
コース

2 年生
研修旅行各コースで非日常を体験各コースで非日常を体験
特 集 　 ２年生は１２月１８日から、海外 １、国内 ３コースに分か

れて研修旅行に出かけた。今回のコースと参加人数は、
シンガポール１０７人、関東３８人、四国２８人、沖縄１６人。
　今回、 ４年ぶりに海外コースが復活。研修に向け、コ
ースごとに事前学習に取り組んでから出発した。各コー
スとも、実りある研修になったようだ。各コースに参加
した新聞部員（＋α）による紀行文と写真を掲載する。

　

初
日
は
１１
時
に
バ
ス
で
学
校
を

出
発
し
、
約
７
時
間
半
か
け
て
羽

田
空
港
に
向
か
っ
た
。
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

飛
行
機
に
乗
り
込
み
、
７
時
間
の

フ
ラ
イ
ト
を
終
え
て
チ
ャ
ン
ギ
国

際
空
港
に
到
着
し
た
。

　

２
日
目
は
、
空
港
か
ら
チ
ャ
イ

ナ
タ
ウ
ン
に
向
か
い
、
朝
食
の
時

間
も
含
め
た
自
由
時
間
を
過
ご
し

た
。
店
の
種
類
の
多
さ
や
馴
染
み

の
な
い
料
理
を
見
て
多
く
の
生
徒

が
驚
い
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
１０

時
か
ら
Ｂ
＆
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

１５
班
に
分
か
れ
て
現
地
の
大
学
生

と
街
を
回
っ
た
。
私
の
班
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
文
化
な
ど
を
目
で
見

て
感
じ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
現

地
の
大
学
生
の
お
す
す
め
の
場
所

を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
ま
ず
は
チ

ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
を
回
り
直
し
、
お

す
す
め
の
お
土
産
や
現
地
の
教

育
、
文
化
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら

っ
た
。
地
下
鉄
や
バ
ス
に
も
乗

り
、
近
く
に
あ
っ
た
ホ
ー
カ
ー
セ

ン
タ
ー
や
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
公
園
を

　

初
日
は
、
東
京
の
有
名
な
月
島

も
ん
じ
ゃ
で
昼
食
を
と
っ
た
後
、

TOKYO�GLOBAL�GATEW
AY

で
英
語
を
用
い
て
の
日
常
会
話
や

職
業
体
験
に
参
加
し
た
。
施
設
や

機
器
が
本
格
的
に
備
わ
り
、
中
で

も
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
作
成
に
お
い

て
は
一
人
一
人
が
リ
ポ
ー
タ
ー
や

気
象
予
報
士
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な

ど
の
役
割
に
分
か
れ
、
実
際
に
撮

影
し
な
が
ら
英
語
で
報
道
す
る
体

験
を
行
っ
た
。
苦
戦
し
な
が
ら

も
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
ス
タ
ッ
フ
と

の
会
話
に
良
い
刺
激
を
受
け
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
夜
の

東
京
湾
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ
で
の

バ
イ
キ
ン
グ
の
後
に
は
、
レ
イ
ン

ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
下
を
通
過
す
る

と
い
う
貴
重
な
体
験
を
し
、
東
京

の
夜
景
を
満
喫
し
た
。

　

２
日
目
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
、
浅
草
、
お
台
場
で
の
自
由
見

学
の
中
で
、
壮
大
で
歴
史
的
な
景

観
に
触
れ
な
が
ら
、
事
前
に
調
べ

た
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
に
立
ち
寄
る

生
徒
の
姿
が
見
ら
れ
た
。
夜
の

も
多
く
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
し

て
い
る
生
徒
の
姿
が
多
く
見
ら
れ

た
。
夕
食
は
、
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ

で
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
を
楽
し
み
、
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ

見
学
で
は
ト
ラ
ム
に
乗
っ
て
日
本

語
の
ガ
イ
ド
を
聞
き
な
が
ら
夜
の

動
物
の
姿
を
観
察
し
た
。

　

４
日
目
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
滞

在
す
る
最
終
日
と
い
う
こ
と
で
、

キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
バ
ス

に
乗
り
込
み
、
最
後
の
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
市
内
観
光
に
向
か
っ
た
。
午

前
中
は
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
パ
ー
ク
を

訪
れ
た
。
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
よ
く

見
る
景
色
を
前
に
、
生
徒
達
は
気

持
ち
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
続
い
て
リ
ト
ル
イ
ン
デ
ィ
ア

を
訪
れ
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い

カ
ラ
フ
ル
な
街
並
み
を
楽
し
ん

だ
。
昼
食
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン

Geylang�Claypot

で
現
地
の

料
理
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
は
、

「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
鑑
賞
は
、

本
物
の
動
物
の
よ
う
な
仕
草
や
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
ご
と
の
違
い
が
事
細

か
く
表
現
さ
れ
、
ス
ト
ー
リ
ー
だ

け
で
な
く
歌
声
や
全
体
の
迫
力
に

よ
っ
て
感
動
に
浸
る
時
間
を
過
ご

し
た
。

　

３
日
目
は
神
奈
川
県
に
移
動

し
、
昼
は
江
ノ
島
、
鎌
倉
大
仏
、

鶴
岡
八
幡
宮
、
み
な
と
み
ら
い
を

観
光
し
た
。
自
然
豊
か
で
綺
麗
な

景
観
の
街
と
海
に
囲
ま
れ
る
江
ノ

島
で
、
神
社
を
巡
っ
て
お
参
り
し

た
り
、
人
目
を
惹
き
つ
け
る
独
特

な
食
べ
物
を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が

ら
、
非
日
常
的
な
雰
囲
気
の
中
を

散
策
し
た
。
ま
た
、
現
地
の
人
に

お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
を
質
問
し

た
り
、
富
山
県
に
つ
い
て
の
質
問

を
返
し
た
り
な
ど
、
交
流
を
深
め

ア
ラ
ブ
ス
ト
リ
ー
ト
と
ガ
ー
デ
ン

ズ
バ
イ
ザ
ベ
イ
を
訪
れ
た
。
日
本

に
は
な
い
大
き
な
モ
ス
ク
や
、
大

き
な
植
物
の
建
物
に
圧
倒
さ
れ

た
。
マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
サ
ン
ズ
内
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
は
、
有

名
な
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
や
モ
ー

ル
内
の
様
々
な
仕
掛
け
に
生
徒
達

は
と
て
も
驚
い
て
い
た
。
最
後
に

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
を
訪
れ
、
帰
る

時
に
は
お
土
産
を
手
に
下
げ
て
い

る
生
徒
も
多
く
見
ら
れ
、
と
て
も

満
喫
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
そ
の
後

は
空
港
に
向
か
い
、
日
を
跨
ぐ
約

７
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
日
本

に
帰
国
し
た
。　

　

久
し
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
海
外

の
研
修
旅
行
。
初
め
て
の
海
外
旅

行
と
い
う
生
徒
も
多
か
っ
た
が
、

十
分
に
羽
を
伸
ば
し
て
楽
し
ん
で

い
る
様
子
が
見
ら
れ
、
良
い
経
験

に
な
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
た
。

【
土
田
夏
帆
】

れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
仕
様
に
装
飾
さ

れ
た
園
内
の
雰
囲
気
や
パ
レ
ー
ド

で
１
日
、
満
喫
し
た
。
ま
た
、
探

究
活
動
の
一
環
で
キ
ャ
ス
ト
に
質

問
を
す
る
生
徒
も
い
た
。

　

最
終
日
は
都
内
近
郊
で
班
別
行

動
を
し
、
富
山
県
と
比
べ
て
賑
や

か
な
東
京
の
街
中
で
、
有
名
な
飲

食
店
で
の
昼
食
や
デ
パ
ー
ト
で
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

　

こ
の
研
修
旅
行
で
は
、
関
東
を

代
表
す
る
有
名
な
観
光
地
や
、
普

段
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴

重
な
経
験
で
あ
ふ
れ
、
と
て
も
充

実
し
た
５
日
間
と
な
っ
た
。
こ
の

経
験
を
思
い
出
だ
け
で
終
わ
ら
せ

る
こ
と
な
く
、
自
分
た
ち
の
学
び

と
し
て
こ
れ
か
ら
の
探
究
活
動
に

も
活
か
し
て
い
き
た
い
。

【
川
口
は
る
ひ
】

仏教寺院・仏牙寺龍華院の前で＝チャイナタウン仁王様の力を表した大わらじの前で＝浅草寺宝蔵門

現地大学生の案内でチャイナタウンを巡る生徒達

編編編
集集
手手
集
手
帳帳帳

普
通
に
置
い
て
か
れ
る
細
川
た
か

し�

論

前
髪
伸
び
た　

な
ん
か
じ
ゃ
な
い

今
年
も
推
し
が
走
り
ま
し
た
。
夏

模
試
頑
張
り
ま
す　
　
　
　
　

狐

チ
ョ
コ
に
溺
れ
た
い　
　

味
の
り

芸
能
人
連
れ
て
き
た
い
お
に
ぎ
り

お
疲
れ
様
で
し
た　
　
　
　

四
季

朝
か
ら
菓
子
パ
ン
食
べ
た
い　

Ｃ

筋
肉
痛　
　
　
　
　
　

お
茶
漬
け

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ�

バ
ン
ダ
イ

実
は
ハ
ム
ス
タ
ー
飼
っ
て
る

�

　

マ
ヨ
コ
ー
ン

筋
肉
痛
つ
ら
い　
　
　
　

み
か
ん

英
検
が
ん
ば
る　
　

カ
フ
ェ
ラ
テ

頑
張
り
ま
し
た
。
ハ
ド
レ
ー
循
環

朝
寒
す
ぎ
る　
　
　
　

消
し
ゴ
ム

食
べ
物
に
囲
ま
れ
た
い
や
っ
ぴ
ー

が
ん
ば
っ
た�

英
単
語

お
疲
れ
様
で
す�

雪

蒼ちゃん

佐
藤
先
生
ベ
ビ
ー
誕
生

佐
藤
先
生
ベ
ビ
ー
誕
生

　

佐
藤
塁
先
生
（
１４
Ｈ
担
任
・
数

学
）
に
１
月
５
日
、
第
一
子
が
誕

生
し
た
。
名
前
は
蒼
ち
ゃ
ん
。
出

生
時
の
身
長
は
４９
・
５
㎝
、
体
重

３
０
０
４
ｇ
の
元
気
な
男
の
子
だ
。

名
前
の
由
来
は
「
空
や
海
と
い
っ

た
大
き
な
も
の
を
美
し
く
表
現
す

る
蒼
に
惹
か
れ
、
の
び
の
び
と
健

康
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

も
込
め
た
」。
お
む
つ
交
換
の
時

に
蹴
ら
れ
る
と
い
う
佐
藤
先
生
は

「
家
族
が
増
え
た
喜
び
と
、
支
え

て
い
た
だ
い
た
人
達
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」
と
話
し
た
。

て
お
り
、
海
外
に
来
た
か
の
よ
う

な
不
思
議
な
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
研
修
旅
行
を
通
じ

て
、
沖
縄
の
文
化
に
つ
い
て
触
れ

ま
し
た
。
４
泊
５
日
間
、
全
て
が

新
し
い
発
見
や
学
び
と
な
り
、
新

鮮
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
個
人
的
に
も
も
う
一
度

行
き
た
く
な
る
よ
う
な
、
素
晴
ら

し
い
研
修
旅
行
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。�

【
Ｍ
Ｉ
】

沖縄
コース

全てが新しい発見や学び 諦めないことの大切さ学ぶ

羽伸ばし異文化を満喫貴重な経験 探究に生かす

っ
た
と
い
う
事
実
を
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

３
日
目
は
、
伊
江
島
で
民
泊
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

地
域
の
繋
が
り
で
す
。
民
泊
の

方
々
と
一
緒
に
島
の
周
辺
を
散
策

さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
世
帯

ご
と
に
繋
が
り
を
感
じ
、
富
山
と

は
違
っ
た
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
沖
縄

の
名
物
で
あ
る
沖
縄
そ
ば
や
ア
グ

ー
豚
を
使
っ
た
料
理
な
ど
を
食
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
富
山

と
は
違
っ
て
、
出
汁
に
鰹
節
な
ど

の
魚
介
類
を
使
用
し
て
い
る
た

め
、
味
が
あ
っ
さ
り
と
し
て
い
て

食
べ
や
す
く
、
か
つ
三
枚
肉
（
皮

が
つ
い
た
状
態
の
豚
ば
ら
肉
）
は

と
て
も
甘
味
が
あ
り
、
自
分
好
み

の
味
で
し
た
。

　

４
日
目
は
、
美
ら
海
水
族
館
と

ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
に
行
き
ま

し
た
。
美
ら
海
水
族
館
で
は
、
初

め
て
見
る
生
物
や
標
本
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
名
物
の
黒
潮

の
海
と
呼
ば
れ
る
、
幅
が
約
４０
メ

ー
ト
ル
に
も
な
る
巨
大
水
槽
で

す
。
そ
の
中
に
は
巨
大
な
ジ
ン
ベ

伊江島の方々に歓迎される生徒達＝伊江港

四国
コース

　

私
は
こ
の
四
国
研
修
旅
行
で
、

普
段
の
生
活
で
は
決
し
て
得
ら
れ

な
い
よ
う
な
多
く
の
経
験
や
学
び

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
二

つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
香
川
県
の
中
野
う

ど
ん
学
校
で
の
う
ど
ん
作
り
と
金

刀
比
羅
宮
の
拝
観
で
す
。
最
初

に
、
用
意
さ
れ
た
う
ど
ん
生
地
を

伸
ば
し
た
り
、
細
く
切
り
分
け
た

り
し
ま
し
た
。
薄
く
伸
ば
し
て
い

く
こ
と
や
均
一
な
細
さ
に
切
り
分

け
て
い
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で

す
が
、
茹
で
て
い
た
だ
く
と
コ
シ

が
あ
っ
て
喉
越
し
が
よ
く
、
と
て

も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

粉
の
状
態
か
ら
生
地
を
作
る
作
業

で
は
、
皆
で
曲
に
合
わ
せ
て
生
地

を
踏
み
ま
し
た
。
少
し
恥
ず
か
し

か
っ
た
で
す
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

食
後
に
は
金
刀
比
羅
宮
の
拝
観
を

し
ま
し
た
。
本
宮
ま
で
は
７
８
５

段
の
階
段
が
あ
り
、
体
力
の
な
い

日本最古のオリーブの原木の前で＝小豆島オリーブ園

１２／１８　
富山駅→金沢→京都→
岡山→香川　讃岐うど
ん手打ち体験、金刀比
羅宮

１２／１９　
小豆島（エンジェルロ
ード、オリーブ園、マル
キン醤油記念館など）

１２／２０　
四国遍路（香川）

１２／２１　
神戸（北野異人館、ポー
トタワー、中華街など）

１２／２２
大阪（ユニバーサル・ス
タジオ・ジャパン）→富
山駅

を
見
な
が
ら
上
る
こ
と
は
楽
し

く
、
辛
い
か
ら
や
め
た
い
と
思
う

こ
と
も
な
く
上
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

二
つ
目
は
、
四
国
遍
路
で
す
。

今
回
は
四
国
遍
路
７１
番
の
弥
谷
寺

か
ら
、
７５
番
の
善
通
寺
ま
で
歩
き

ま
し
た
。
道
中
は
舗
装
さ
れ
た
道

以
外
に
も
階
段
や
山
道
も
あ
り
、

非
常
に
長
い
距
離
を
歩
き
ま
し

た
。
正
直
、
寒
く
て
辛
か
っ
た
の

で
す
が
、
歩
き
切
っ
た
達
成
感
や

綺
麗
な
景
色
、
話
し
な
が
ら
歩
い

た
こ
と
の
楽
し
さ
は
何
に
も
代
え

難
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

や
ろ
う
と
思
え
ば
何
で
も
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
、
諦
め

な
い
で
頑
張
る
こ
と
で
得
ら
れ
る

も
の
の
大
切
さ
が
学
べ
ま
し
た
。

　

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
研
修
旅

行
の
中
で
も
、
こ
の
二
つ
の
体
験

か
ら
学
ん
だ
、
何
も
や
っ
て
い
な

い
の
に
勝
手
に
諦
め
た
り
、
無
理

だ
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
無
駄
だ

と
い
う
こ
と
が
、
最
も
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

「
や
っ
て
な
い
か
ら
で
き
な
い
」

で
は
な
く
、「
や
っ
て
な
い
か
ら

や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
考
え
を

持
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
四
国
や
神
戸
、
大
阪

に
は
美
味
し
い
食
べ
物
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
金

刀
比
羅
宮
で
い
た
だ
い
た
「
お
い

り
ソ
フ
ト
」
や
オ
リ
ー
ブ
園
で
い

た
だ
い
た
ひ
し
お
丼
、
四
国
遍
路

の
途
中
で
い
た
だ
い
た
お
弁
当
、

南
京
中
華
街
の
角
煮
ま
ん
や
パ
ン

ダ
ま
ん
、
大
阪
の
た
こ
焼
き
な

ど
、
本
当
に
美
味
し
い
も
の
ば
か

り
で
し
た
。
と
て
も
充
実
し
た
４

泊
５
日
間
で
、
ど
こ
で
過
ご
し
た

思
い
出
も
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
旅
行
で

学
ん
だ
こ
と
や
思
い
出
を
大
切

に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
て

て
い
き
た
い
で
す
。�

【
Ｉ
Ｍ
】

竹やぶの中のお遍路道を歩く
生徒達＝香川県釣りを楽しむ生徒＝伊江港

　

今
回
の
沖
縄
研
修
旅
行
で
は
良

い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
２
日
目

に
行
っ
た
平
和
祈
念
公
園
で
は
、

平
和
の
礎
と
い
う
沖
縄
戦
で
亡
く

な
ら
れ
た
２０
万
人
以
上
の
名
前
が

彫
ら
れ
て
い
る
記
念
碑
が
あ
り
ま

し
た
。
記
念
碑
の
大
き
さ
で
犠
牲

に
な
っ
た
人
々
を
連
想
で
き
、
と

て
も
胸
に
響
き
ま
し
た
。
バ
ス
ガ

イ
ド
さ
ん
の
話
で
は
当
時
、
空
襲

で
地
上
を
歩
け
な
い
状
態
だ
っ
た

の
で
、
防
空
壕
と
呼
ば
れ
る
空
襲

か
ら
避
難
す
る
穴
で
過
ご
す
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
は
十
分
な
物
資
が
な

く
、
子
ど
も
女
性
関
係
な
く
雑
草

や
ミ
ミ
ズ
、
ヤ
モ
リ
な
ど
食
べ
ら

れ
る
も
の
は
何
で
も
食
べ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
過

去
に
あ
っ
た
戦
争
を
し
っ
か
り
と

学
び
、
次
の
世
代
に
も
戦
争
が
あ

１２／１８　
富山駅→金沢→新大
阪→伊丹空港→那覇
空港

１２／１９　
沖縄平和祈念公園、
おきなわワールド、
伊江島（民泊）

１２／２０　
伊江島（民泊）

１２／２１　
伊江島、美ら海水族
館、アメリカンビレ
ッジ、国際通り

１２／２２　
首里城→那覇空港→
伊丹空港→富山駅

エ
ザ
メ
も
お

り
、
悠
々
と
泳

い
で
い
る
姿
は

と
て
も
華
麗
で

感
動
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
で

は
他
国
の
観
光

客
も
多
く
訪
れ

私
に
は
無
理

か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

で
す
が
、
普

段
目
に
し
な

い
よ
う
な
景

色
や
建
造
物

る
こ
と
が
で
き

た
。
夜
は
横
浜

中
華
街
で
中
国

語
を
学
ん
だ

り
、
餃
子
と
肉

ま
ん
作
り
を
体

験
し
た
り
な

ど
、
苦
戦
し
つ

つ
も
生
徒
ど
う

し
の
交
流
や
盛

り
上
が
り
を
見

せ
た
。

　

４
日
目
は
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
を
訪

体
験
型
英
語
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
達
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訪
れ
、
非
日
常
感
を

楽
し
ん
だ
。

　

３
日
目
は
、
バ
ス

で
セ
ン
ト
ー
サ
島
へ

行
き
、
班
別
研
修
の

時
間
と
な
っ
た
。
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ

オ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

（
Ｕ
Ｓ
Ｓ
）
を
訪
れ

た
。
日
本
と
は
違
っ

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

１２／１８　
学校→羽田空港→チャン
ギ国際空港

１２／１９　
現地大学生との交流プロ
グラム

１２／２０　
セントーサ島、ナイトサ
ファリ

１２／２１　
市内観光（マーライオン
パーク、チャイナタウ
ン、アラブストリート、
リトルインディアなど）

１２／２２　
チャンギ国際空港→羽田
空港→学校

１２／１８　
富山駅→TOKYO GLOBAL 
GATEWAY（体験型英語学
習施設）、東京湾ディナ
ークルーズ

１２／１９　
東京スカイツリー、浅
草、お台場、ライオンキ
ング鑑賞（劇団四季）

１２／２０　
江の島、鎌倉大仏、鶴岡
八幡宮、横浜みなとみら
い、横浜中華街

１２／２１　
東京ディズニーリゾート

１２／２２　
都内班別行動→富山駅

　　【特集】


